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Ⅰ 論文要旨
林 松国
1．本論文の構成
本論文の構成は，次の通りである。
はじめに
第一章 問題の所在
第一節 問題の導出
1―1―1 問題意識
1―1―2 先行研究の到達点およびその限界
第二節 研究対象の設定
第二章 浙江省の産業集積と専業市場
第一節 浙江省の産業集積
2―1―1 浙江省の経済発展状況
2―1―2 浙江省の民営経済発展と産業集積
2―1―3 産業集積の形成およびその特徴
第二節 浙江省の専業市場
2―2―1 専業市場の特徴
2―2―2 商品取引市場における専業市場の地位
2―2―3 浙江省の商品取引市場と専業市場
第三章 紹興県の繊維産業集積における商業の役割
第一節 紹興県の繊維産業集積
3―1―1 紹興県の経済発展概況
3―1―2 現代繊維産業の発展
3―1―3 繊維産業集積の分業構造
第二節 「中国軽紡城」発展の歴史
第三節 繊維産業集積と専業市場の関連性
3―3―1 産業集積の取引構造
3―3―2 卸売商人の役割
3―3―3 繊維産業集積における「中国軽紡城」の
役割
第四章 義烏市の雑貨産業集積における商業の役割
第一節 「中国小商品城」の概況および発展の歴史
第二節 「中国小商品城」発展の要因
4―2―1 商人活動
4―2―2 一次卸売市場としての地位の確立
4―2―3 専業市場の構造
4―2―4 地方政府の役割
第三節 義烏市の雑貨産業集積
4―3―1 雑貨産業集積の形成と発展
4―3―2 雑貨産業集積における「中国小商品城」
の役割
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第五章 柳市鎮の弱電器産業における商業の役割
第一節 柳市鎮の弱電器産業集積
5―1―1 楽清市と柳市鎮の経済発展概況
5―1―2 弱電器集積発展の歴史
5―1―3 商人活動
第二節 弱電器専業市場の発展およびその後の停滞
5―2―1 弱電器専業市場の形成と発展
5―2―2 停滞期
5―2―3 「企業集団」の形成と弱電器専業市場停滞
の関係
第六章 中国の産業集積における商業の役割
第一節 浙江省の産業集積における商業の役割
6―1―1 浙江省の産業集積における商人の役割
6―1―2 浙江省の産業集積における専業市場の役
割
第二節 中国の産業集積における商業の役割
6―2―1 商業の役割に関する歴史的評価
6―2―2 中国の産業集積における商業の役割
第七章 本研究の貢献と残された課題
第一節 本研究の貢献
第二節 今後の課題
参考文献・添付資料
2．本論文の目的
本論文の目的は，中国の産業集積における専業市
場，商人活動といった商業の役割の解明である。その
ために，商業の役割が顕著に観察される浙江省の産業
集積に焦点を当て，分析を展開する。まず浙江省産業
集積全体の発展状況について，統計に基づき考察す
る。次に，具体的に三つの産業集積，紹興市紹興県の
繊維産業集積，義烏市の雑貨産業集積，温州市柳市鎮
の弱電器産業集積を取り上げ，その形成・拡大の過程
における商業の役割を明らかにする。
3．第一章 問題の所在
中国の産業集積は改革開放以後に形成され，その発
展は大きく分けて二つパターンがある。一つは数多く
の外資系企業の特定地域の集中立地をきっかけとする
ものである。外資系企業の進出に誘発される形で，部
品または各種加工を提供する地元の企業が輩出し，発
展してきた産業集積である。もう一つは国内市場の急
速な拡大を背景に，地元の生産者または商人が大量に
生まれ産業集積の担い手となり，その地元資本の蓄積
によって形成・拡大した産業集積である。このように
中国産業集積発展の歴史は比較的短く，産業集積の研
究が始まったのは 1980年代後半以後であった。
そのため，中国産業集積の実態は未だに未解明の部
分が多い。その一つは中国産業集積における商業の役
割という課題の解明である。中国の産業集積，とりわ
け国内市場の拡大に依存し発展してきた産業集積にお
いて，生産者の原料・製品の流通，需要情報の「搬
入」，商品情報の伝達などの面では，商業が重要な役
割を果たしてきた。
にもかかわらず，これまでの研究は産業集積の製造
業の側面を重視してきたため，商業的側面にまで視野
が届かなかったのである。
本研究は中国の産業集積における商業の役割を解明
するために，まず中国の産業集積において，原料・商
品の流通機能を担ってきた専業市場がどのように形成
され，その後どのようなプロセスを経て発展してきた
かを分析する。次に，産業集積の形成・発展の過程で
は，商人がどのような役割を果たしたか，具体的には
商人が産業集積の需要情報をどこで，どのように手に
入れ，なぜそれが可能であったのか。そして商人活動
がどのように展開され，商人と生産者とはどういう関
係にあり，またそれがどのように変化しているかに焦
点を当て，分析を進めていく。
4．第二章 浙江省の産業集積と専業市場
第二章では，個別の産業集積の分析に先立って，浙
江省産業集積全体の発展状況について，統計に基づき
分析する。まず，浙江省の経済は民営企業の発展，お
よび産業集積の形成・拡大によって支えられてきたこ
とを明らかにする。次に，浙江省の産業集積の発展に
おいて数多くの専業市場が形成され，産業集積の企業
にとって，専業市場が重要な販売の窓口となっている
ことを確認する。そのうえで，専業市場の基本的な特
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徴とその発展の背景を考察する。
第三章以降は個別の産業集積の分析に入る。三つの
産業集積において，商業がそれぞれ異なるパターンで
役割を果たしてきた。まず紹興県の産業集積では，専
業市場が形成される前の段階で繊維産業は既に一定の
発展を遂げていた。そして，外地商人の集中および織
物専業市場―「中国軽紡城」の形成・拡大によって，
産業集積生産全体が大幅に増加し，産地製品の品質も
格段によくなった。それに比べ，義烏市の産業集積は
雑貨専業市場―「中国小商品城」の拡大によって，形
成されるようになったのである。また柳市鎮の産業集
積では，行商活動と家内工業の発展によって，弱電器
の産業集積と専業市場が形成されたが，「中国軽紡城」
と「中国小商品城」は現在でも発展し続けているのと
対照的に，弱電器の専業市場は 1990年代中期以降停
滞の局面に入っている。
以上のような異なる産業集積における商業の役割を
明らかにするために，それぞれの産業集積について，
以下のような分析を展開していく。
5．第三章 紹興県の繊維産業集積における商業の役割
第三章では，まず統計年鑑などの資料の分析を通じ
て，改革開放後の繊維産業集積の発展を三段階に分け
て把握する。その次に，「中国軽紡城」および織物の
原料専業市場の発展について考察する。そして産業集
積と専業市場の分析を踏まえて，五つの繊維メーカー
と四つの卸売業の経営状況・取引関係の分析に加え二
つの事例研究を行い，繊維の産業集積における商人と
生産者の関係，専業市場の役割を究明してゆく。
以上の分析から，「中国軽紡城」の発展とともに，
繊維産業集積の生産者が卸売商人の生産組織に取り込
まれるようになり，両者の関係は生産と販売の関係か
ら，数多くの卸売商人がさまざまな製品・原料情報を
「搬入」する役割を果たし，その情報が流動的かつ多
様な取引関係によって生産者に伝達・共有され，生産
者はそのような情報に基づいて，設備の更新と技術開
発を行っていることが明らかにされた。
6．第四章 義烏市の雑貨産業集積における商業の役割
第四章では，統計データに基づき，「中国小商品城」
発展の歴史を三段階に分けて考察する。そのうえで行
商人活動，「分市場」，専業市場の構造，地方政府の役
割の分析を通じて，雑貨専業市場発展の諸側面を考察
する。そして，雑貨産業集積の発展と「中国小商品
城」との関係については，統計データに基づきその関
連性を検証するとともに，事例研究を通じて，「中国
小商品城」の卸売商人の経営活動を詳細に考察するこ
とで検討する。
以上の分析によって，地元商人の行商活動の特徴
（「分業化」「広域化」）が明らかになり，「中国小商品
城」の発展は地元商人の活動と深く関係していること
が究明された。また，近年「中国小商品城」の卸売商
人の生産者への転換が産業集積に「量的」拡大だけで
なく，「質的」な発展の可能性をももたらしているこ
とも検証された。
7．第五章 柳市鎮の弱電器産業における商業の役割
第五章では，まず弱電器産業集積の歴史を振り返り
ながら，産業集積の形成・発展の過程における行商人
の役割を明らかにする。次に，弱電器産業集積の発展
につれ，形成・拡大された専業市場が次第に停滞に向
かう状況を確認するとともに，弱電器産業集積の最大
の「企業集団」―「正泰集団」の生産体制の変化，およ
び販売ネットワークの拡張状況を分析して，専業市場
の停滞と「企業集団」の発展の関係を究明する。
以上の分析を通じて，1990年代以降，産業集積の
中小メーカーおよび外地の地元商人が「企業集団」の
生産・販売体制に支配されるようになったことが専業
市場停滞の直接な原因であり，専業市場を中心として
いた産業集積の流通・生産の構造は弱電器産業の発展
に寄与しなくなったことが解明された。
8．第六章 中国の産業集積における商業の役割
そして第六章では，第二，三，四，五章の内容を踏
まえて，中国の産業集積における商業の役割の本質に
迫る。まず，これまで取り上げてきた三つの産業集積
における商人活動と専業市場の役割を総括しつつ，商
人活動の共通性と専業市場の商品情報伝達のメカニズ
ムをさらに掘り下げて分析する。次に，従来日本と中
国の研究では，商業資本の産業集積・中小企業発展上
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の役割に関して否定的な評価が多かったことについ
て，その限界性を指摘する。これらの議論を踏まえて
最後に，本研究の中国の産業集積における商業の役割
を評価する理由を示し，商業の役割の重要性を強調す
る。
9．第七章 本研究の貢献と残された課題
本論文の貢献の一つは，現地調査および最新の現地
資料の分析に基づき，これまで明らかにされてこな
かった中国の産業集積における商人活動展開の実態，
生産者との関係，および専業市場の流通・情報伝達の
構造を解明したことである。
また，本論文は中国経済の「内生的発展論」の構築
にも一貢献する。産業発展につれ，商業の役割がイノ
ベーションに寄与しなくなると，従来の研究ではしば
しば指摘されてきた。本論文で検証されたように，中
国の産業集積における商業の役割は社会制度，政府の
政策などの「外的」要素の影響をある程度受けつつ
も，基本的には国内市場の需要拡大によって高まり，
それ自体が産業集積発展の一部になっている。中国の
産業集積は量的拡大だけでなく，イノベーションの面
でも進化している事実が商業の役割の多様性を裏付け
ているのである。
最後に，本論文で示した商業の発展と産業集積の促
進関係は，中国内陸地域がいかに産業振興するかに参
考になると考える。産業集積または地域経済の発展は
結局のところ，その地域の「内生的発展力」に左右さ
れる。「内生的発展力」とは本研究で明らかにされた
ような，長期的地域経済を担う商人と生産者，および
それら担い手を大量に創出する仕組みまたは循環であ
る。今後，沿海地域経済へのキャッチアップを実現す
るために，内陸地域自ら「内生的発展力」を蓄積しな
ければならないと思われる。
一方，統計データと資料の制限もあり，本論文で取
り上げた産業集積における専業市場および広域商人活
動実態の全容解明には至らなかった部分が残り，今後
引き続きその課題の究明に努めていきたい。
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1．本論文の目的
中国では民営経済の発展と共に産業集積が発展し，
産業集積は民営経済の重要な柱となっている。そのた
め，中国産業集積の研究が近年活発化しているが，未
解明の部分も多い。その一つが，中国産業集積におけ
る商業の役割である。需要情報の伝達，製品と原料の
流通を担う商業の発展なくしては産業集積の発展はあ
りえない。それにもかかわらず，これまでの主な研究
は，産業集積の製造面の分析や，産業集積の置かれて
いる社会制度・マクロ経済環境の変化に関する分析に
力を入れ，商業的側面にまで視野が届かなかった。
本論文は以上のような問題意識に立って，中国の産
業集積における商業の役割を解明するため，産業集積
の形成・発展に対する商人活動の役割とそれに密接に
関係する専業市場の形成・発展の実態を分析すること
を目的としている。本論文のこの目的は学問的な興味
に満ちたものと言える。
2．論文の概要
以下，本論文の概要を各章別に述べ，あわせて評価
的なコメントも加える。
① 第一章 問題の所在
ここではマーシャル以来の産業集積研究の流れを簡
単に辿った上で，中国産業集積研究のサーベイを行
い，その限界を指摘している。その限界とは，「これ
までの研究は産業集積における商業機能の重要性を指
摘しつつも，商人がどのように情報を手に入れ，なぜ
それが可能であったのか，その後の商人活動が具体的
にどのように展開され，商人と生産者とはどういう関
係にあり，それはどのように変化したのか，また産業
集積の流通経路の中枢にあった専業市場は具体的にど
のように形成され，産業集積の発展に伴いどのような
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変化をしているかなどについて，より掘り下げる分析
はなされなかった」というものである。
この指摘は従来の中国産業集積研究の「問題の所
在」を的確に指摘しているが，本論文のもう一つの狙
いは，産業発展に対する商人活動の積極的評価であ
り，本論文最後では，問屋制再評価の必要性を主張し
ている。それならば，「問題の所在」として，従来の
産業研究の問屋制に対する否定的評価もはっきりと掲
げるべきであったろう。これにより，中国産業集積研
究を通じて商人活動の産業発展に対する進歩的役割を
明らかにするというもう一つの狙いを明示化でき，既
存学説とどういう点で切り結んでいるのかも明確に
なったはずである。商人活動の研究の必要性という根
本的な問題意識は是とされるが，問題意識の学問的な
成熟度は高いとは言えない。また，産業集積に関する
先行研究のまとめ方と評価に安易な点があるのも不満
の残るところである。
② 第二章 浙江省の産業集積と専業市場
ここでは，個別の産業集積の分析に先立って，浙江
省産業集積全体の発展状況を統計に基づき分析してい
る。まず，浙江省の経済発展の原動力は民営企業の発
展であり，民営企業の発展は産業集積の形成・拡大に
よって支えられてきたこと，産業集積では数多くの専
業市場が形成され，産業集積の発展に専業市場が重要
な役割を果たしていることを明らかにした。以上の統
計資料を用いた分析は，産業集積と専業市場の重要性
について説得力のあるものとなっている。
③ 第三章 紹興県の繊維産業集積における商業の役
割，第四章 義烏市の雑貨産業集積における商業
の役割，第五章 柳市鎮の弱電器産業における商
業の役割
第三章以降は三つの産業集積における商業機能の分
析を行い，それぞれの特徴を明らかにした。その概要
は次のとおりである。
紹興県の産業集積では，専業市場が形成される前か
らすでに繊維産業が一定の発展を遂げていた。商業は
その発展を本格化する役割を果たした。外地商人の集
中および織物専業市場（「中国軽紡城」）の形成・拡大
によって，生産者は生産に集中でき，製品の品質も格
段によくなった。さらに，商人は生産面へも進出，生
産者への下請発注，さらには自社工場設置へと進み，
生産を発展させた。
以上に対し，義烏市の産業集積の発展は当初から商
人活動が先導し続けた。まず，行商人が日用品に関す
る需要を発見，自ら日用品の生産を始めた。それと共
に雑貨専業市場（「中国小商品城」）が誕生・拡大し，
それがまた生産を刺激し，各種の産業集積が発展し
た。紹興と同じく商人からの下請発注と商人による自
社工場設置も行われた。今では「中国小商品城」は中
国全土に対する日用品の第一次卸の地位を確立，中国
各地に分市場も設置している。さらに，輸出も拡大
し，世界を相手にした卸売市場へと発展した。
柳市鎮の弱電器の産業集積でも，行商活動が需要情
報を持ち込み，製品の販売を担うことにより家内工業
を勃興させ，産業集積の形成へと導き，それとともに
専業市場も形成された。そして，ここでも商人による
下請発注と自社工場設置が見られた。だが，弱電器専
業市場は，「中国軽紡城」と「中国小商品城」の発展
に対し，大メーカーが自己販売組織で商品を流通させ
るようになったため，1990年代中期以降停滞の局面
に入り，商人も大メーカーの傘下に入る者が増えてい
る。
以上の中には，商人による下請発注，商人による自
社工場の設置など，現地で個々の経営者にヒアリング
調査を実施しないと確認できない貴重なファクト・
ファインディングズが含まれている。それらを基に各
産業集積発展に関する商業の役割を具体的に分析した
ことは，この研究にオリジナリティーを与えている。
そして，どの産業集積においても商業が産業集積のあ
る発展局面において重要な役割（需要情報伝達，販路
形成，生産への進出）を果たしていることを明らかに
した点は大いに評価できる。しかし，商人活動の分
析・とりまとめについては理論的フレームワークが明
確ではない。特にこのあとの章で取り上げられる「問
屋制」を意識した分析・とりまとめが必要と思われる
が，行われていない。また，時期区分を用いた発展分
析も行われているが，区分の根拠が明らかでないなど
の問題点が見られる。この点に関しては産業集積発展
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の段階区分に関する先行研究の成果を取り入れるべき
であった。
④ 第六章 中国の産業集積における商業の役割，第
七章 本研究の貢献と残された課題
ここでは，商人活動と専業市場の積極的役割に焦点
を当てたとりまとめを行ったうえ，問屋制が従来の研
究では生産の発展を阻害するものとして否定的に評価
されていたのを批判している。すなわち，いずれの産
業集積においても商人と生産者の間では多様な分業・
協力関係が形成され，商人活動を生産工程の外部にた
ち，生産者を支配するものという視点から論じること
は意味がないとしている。そして，日本の産業集積の
沈滞を打ち破るものとして，産業集積における商人活
動の再生の必要性などを示唆している。
この論文でも触れているように，問屋制を再評価す
る研究がすでにあり，本論はそれを中国の産業集積を
素材にしてさらに発展させたものとして，学問上の意
義を持つ。但し，この章に関する先行研究の理解は必
ずしも十分とは言えず，論述の仕方にも難があり，完
成度が高いとは言えない。
3．本論文の評価
① 論文の長所と問題
a．本格的な研究が行われていなかった中国の産業集
積における商人活動の役割をとりあげたことは，学
問的興味に満ちたテーマであり，中国産業集積研究
の体系を拡充するものとして大いに評価できる。
b．商人活動についてあまり知られていなかった事実
関係を実態調査でもって明示化し，商人活動の積極
的な役割を具体的にとらえている。それによって従
来否定的に評価されがちであった産業発展に関する
問屋制の再評価を促進したことも本論文の功績であ
る。しかし，この点を本論文の狙いとして明示化し
ていないため，学術論文としての体系性に関しては
完成度が低い。
c．また，問屋制研究など，先行研究を十分吸収した
とは言えないため，理論的な枠組みが明確でなく，
論述にも荒削りのところがあり，これらも学術論文
としての完成度を低めている。
② 総合評価
改善すべき問題があるものの，本論文は，すぐれた
ファクト・ファインディングズにより中国産業集積と
産業発展に関する商人活動の研究を促進したものと認
められ，専修大学大学院商学研究科における博士論文
審査基準に照らして，博士の学位を授与されるに相応
しい論文と評価する。
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